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筒わな

狩猟者の皆さまへ

奄美マングースバスターズからのお願い
　これまでの事業の成果として，全島におけるマングースの低密度化とトゲネズミやケナガ
ネズミなどの希少な哺乳類の生息状況の回復が確認されていますが，一方でこれまでマン
グースが分布していないと思われていた島の南西部（宇検村，瀬戸内町）で生息が確認され
るようになり，捕獲実績は 2011 年度で 17 頭に達しています。
　奄美マングースバスターズは，今後も「カゴわな」や「筒わな」による捕獲を行うとともに，
マングースの生息の有無を確認するための「ヘアトラップ」や自動撮影カメラによるモニタ
リング調査を実施します。狩猟者の皆さまには，ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

 
【奄美マングースバスターズの活動に関するお問い合わせ先】
●一般財団法人　自然環境研究センター奄美大島事務所　☎ 0997-58-4013
●環境省　奄美野生生物保護センター　☎ 0997-55-8620

カゴわな

ヘアトラップ センサーカメラ

・林道や林内には，写真のようなワナやセンサーカメラが設置されています。
  誤って触れてしまうと誤動作を起こしたり，場合によってはケガをすることもありますの
  で，触らないようお願いします。

・奄美マングースバスターズは平日の朝から夕方に，山中でわな点検等のため巡回作業をし
  ております。目立つ服装（白いヘルメットや黄色い雨具など）を着用し，鈴を携帯してお
  ります。銃器による狩猟の場合は特に矢先の確認等ご注意をお願いします。

・マングース探索犬（写真：マングースのフンや巣穴などを確認するための犬）を伴っての
  作業は，作業道から外れて行うこともあります。
  矢先の確認を徹底していただきますよう，よろ
  しくお願いします。

マングース探索犬(現在3頭)
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INFORMATION
　検察審査会は，選挙権を有する国民の中か

ら選ばれた 11 人の検察審査員によって，検察

官がした不起訴処分（被疑者を裁判にかけな

いという処分）が果たして正しかったのかど

うかを審査することを主な仕事としています。

　交通事故や詐欺あるいは窃盗などの被害にあって，警察や検察

庁に犯人の処罰を訴えたが，その事件を裁判にかけてくれないと

不満をお持ちの人はいませんか？

　そういう人は，仕方がないとあきらめる前に，一度，検察審査

会の事務局へ相談して下さい。

※費用は一切かかりません。　※秘密は堅く守ります。

検察審査会をご存じですか？

【お問い合せ先】宇検村役場 住民税務課 年金係（℡ 0997-67-2211）

20歳になったら国民年金保険料を納めましょう！
　国内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は国民年金に加入し，国民年金の保険

料を納めることになります。

国民年金(基礎年金)3つのメリット

老齢基礎年金①  老後を支えます

公的年金制度は，現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担

するという「世代と世代の支え合い」が基本です。

世代と世代の支え合いの仲間入り

学生納付特例制度と若年者納付猶予制度

②  病気やケガで障害の状態になったときに支えます 障害基礎年金

③  加入者が亡くなったとき，子のある配偶者，子を支えます 遺族基礎年金

収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は，「学生納付特例制度（学生のみ）」，「若年者納付

猶予制度（30歳未満）」などの保険料納付猶予制度があります。

●「学生納付特例制度」･･･学生の方は一般的に所得が少ないため，ご本人の所得が一定額以下の場合，国

　　　　　　　　　　　　  民年金保険料の納付が猶予される制度です。

●「若年者納付猶予制度」･･･学生でない30歳未満の方で，本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に，

　　　　　　　　　　　　　  国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

どちらの制度も，承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが，年金額には

反映されません。しかし，収入を得られるようになり保険料の納付が可能となった時に「追納制度」をご利用

いただければ，将来受け取る年金を増額することができます。

 【お問い合せ先】鹿児島検察審査会事務局 TEL 099-808-3719



毛陣トンネル防災訓練による通行規制のお知らせ
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　県道 79 号名瀬瀬戸内線　毛陣トンネル内において防災訓練を行うため，下記のとおり

通行規制を行います。つきましては，訓練の目的をご理解いただき，ドライバーの皆さま

のご協力をお願い致します。

　なお，不明な点がありましたら，大島支庁建設課（℡ 0997-57-7332）までお問い合せ

ください。
■ 訓練日時・・・  平成24年12月20日（水）
　　　　　　　　 午前9時30分～午前10時30分
■ 訓練場所・・・  県道79号名瀬瀬戸内線
　　　　　　　　 毛陣トンネル
■ 規制方法・・・  全面通行止め（迂回路あり）

【実施機関】
・鹿児島県大島支庁　・大和村　・奄美警察署
・大島地区消防組合消防本部　　・名瀬消防署
・大和消防分駐所　　・大和村消防団

乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン券が配布されます
　乳がん・子宮頸がんは，どれも早期発見・早期治療が有効ながんです。早く見つかれば，

それだけ完治の可能性も高くなり，治療にかかるお金や時間の負担も軽くなります。

　自分の健康状態を確認し，がんを早期に発見する意味でも，乳がん・子宮頸がん検診を

定期的に受けることが重要です。

　本村では，一定年齢に達した方を対象に，乳がん・

子宮頸がん検診が無料で受けられるクーポン券を配布

しています。また，クーポン券とともに，乳がん・子

宮頸がん検診についてわかりやすく説明した「検診手

帳」も送ります。検診無料クーポン券が届いたら，ぜ

ひ，時間を調整して検診を受けましょう。

対象者（H24.4.2 ～ H25.4.1 まで

の間に下記の年齢に到達する方）

無料クーポン券を

使用できる医療機関

乳がん検診
　41 歳、46 歳、51 歳、56 歳、

　61 歳の方
県立大島病院、名瀬徳洲会病院

子宮頸がん検診
　21 歳、26 歳、31 歳、36 歳、

　41 歳の方

県立大島病院、名瀬徳洲会病院、

うえだクリニック

【平成24年度乳がん検診・子宮頸がん検診無料対象者】

※検診期間は，平成25年3月31日までとなっております。

 【お問い合せ先】宇検村役場保健福祉課 TEL 0997-67-2211( 内線 112)

無料クーポン券と検診手帳の見本



～ My School Life ～
I think I enjoy my life.  I didn’ t think so before.  I was able to 
change this thanks to my friends.
Although I have many good friends, I often felt lonely even when I 
was around them.  I think this was because I was unable to have an 
open heart.
I’ m shy around people I don’ t know.  I’ m not very good at 
making conversation so I find it difficult to talk with others.
I have a friend who is the opposite of me.  He is very positive.  He 
has his own ideas.  I have a lot of respect for him.
We are different.  But I think difference is important for a friendship.  I can learn from my 
friends because we know we are different.
I have learned a lot from my school life.  I’ m happy to be around my friends.  Although we will 
eventually leave this school, I shall never forget it.  I’ m grateful for my teachers and friends.  
Thank you to my teachers.  And thank you, to my friends.
　　　　　　　　　　　　～私の学校生活～
私は今の生活を楽しめていると思います。以前はそんなふうに思ったことはありませんでした。
友達のおかげで，僕は変わることができました。
今，たくさんのいい友達がいる。でも彼らと一緒にいるときでも寂しさを感じることがよくあ
りました。今ではそれは私自身がみんなに心を開いていなかったのだろうと思います。
私は人見知りです。おしゃべりはうまくありません。他人と上手に話すのは簡単ではありません。
私の友達の 1 人は私と反対です。彼はとても積極的です。彼は自分の考えをもっています。私
は彼を尊敬してしまいます。
私たちは違います。でも，その違いが友人関係では大切だと思います。私は私たちは違ってい
るんだということを知っているから，友達からたくさんのことを学ぶことができます。
学校生活でたくさんのことを学びました。私は友達といっしょにいられて幸せです。もう学校
を去ることになりますが，決して忘れません。ありがとう先生たち。ありがとう友達。
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地域が育む「かごしまの教育」県民週間

英語スピーチ

第41回宇検村英語スピーチ大会

第33回宇 検 村 弁 論 大 会

田検中学校３年　重
し げ

　充
あ つ き

輝くん

　宇検村中学校英語スピーチ大会・弁論大会が11月7日に「元気の出る館大ホー

ル」で開催されました。この大会は大島地区大会の代表選考をかねており，村内

の各中学校から14名の生徒が参加し，英語スピーチの部と弁論の部で普段の練習

の成果を競い合いました。家族や学校生活，将来の夢などをテーマに生徒自身の

思いをまとめ上げ，どの生徒もすばらしい発表を披露してくれました。

　この広報誌では，最優秀賞を受賞した生徒の作品を紹介いたします。
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み
な
さ
ん
は
、
何
か
に
挑
戦
し
よ

う
と
し
て
途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た

経
験
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
誰

で
も
そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
と
思

う
。
私
も
そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
輪
車
や
ピ
ア
ノ
の
練

習
だ
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
が

途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、

大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
、
自
分
で
限
界
を
作
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

や
っ
て
み
て
出
来
な
け
れ
ば
、
す
ぐ

に
「
も
う
無
理
だ
。
出
来
な
い
。」

と
簡
単
に
諦
め
て
い
た
。
二
つ
目
は
、

も
と
も
と
運
動
が
あ
ま
り
好
き
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
な
の
で
、

上
手
く
出
来
な
い
状
態
が
続
く
と
、

も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

は
な
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
途
中
で
諦
め
る
こ

と
の
多
か
っ
た
私
だ
が
、
今
の
私
に

は
、
と
て
も
熱
中
し
て
続
け
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
私
が
熱
中
し
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
は
ギ
タ
ー
を
ひ
く
こ
と

だ
。
毎
週
木
曜
日
の
放
課
後
、
校
長

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

練
習
を
重
ね
て
い
る
。
ギ
タ
ー
を
弾

き
始
め
る
と
、
心
が
う
き
う
き
わ
く

わ
く
し
て
き
て
、
ど
ん
ど
ん
弾
き
た

く
な
る
。
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

ギ
タ
ー
を
弾
く
と
、
い
つ
の
ま
に
か

心
が
晴
れ
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
ギ

タ
ー
は
ま
さ
に
心
の
栄
養
だ
。
私
は

こ
れ
か
ら
も
ギ
タ
ー
の
練
習
を
重
ね

て
、
も
っ
と
も
っ
と
上
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
は

と
て
も
強
い
。

　

す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
っ
た
と
き
の

自
分
と
、
ギ
タ
ー
に
熱
中
し
て
い
る

今
の
自
分
は
対
照
的
だ
。
そ
こ
で
私

は
、
途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た
自
分

と
、
挑
戦
を
続
け
、
そ
れ
を
達
成
で

き
た
時
の
自
分
は
何
が
違
う
の
か
考

え
て
み
た
。
途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ

た
ピ
ア
ノ
や
一
輪
車
と
は
反
対
に
、

私
が
、
何
か
に
挑
戦
し
て
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
達
成
で
き
た
と
胸
を
張
れ

る
こ
と
、
そ
の
一
番
は
竹
馬
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

　

そ
れ
は
、
小
学
六
年
生
の
頃
。
友

達
が
遊
ん
で
い
る
校
庭
。
そ
の
校
庭

の
片
隅
で
練
習
を
始
め
た
。
乗
り
方

を
教
え
て
も
ら
い
、
勢
い
を
つ
け
て

進
も
う
と
す
る
と
、
前
の
め
り
に
倒

れ
て
し
ま
う
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、

両
足
を
竹
馬
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
今
度
は
竹
馬
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
い
つ
も
な
ら
、
こ
こ

で
「
も
う
、
無
理
だ
、
や
め
て
し
ま

お
う
。」
と
い
う
思
い
に
負
け
て
し

ま
う
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
こ
の
と

き
の
私
は
違
っ
た
。「
私
な
ら
出
来

る
、
絶
対
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
。」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
練
習
を
続

け
た
。
こ
う
し
て
、
練
習
す
る
こ
と

数
時
間
。
つ
い
に
十
歩
以
上
、
竹
馬

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と

き
の
「
や
っ
た
。」
と
叫
び
た
い
ほ

ど
の
う
れ
し
さ
と
達
成
感
は
、
今
で

も
は
っ
き
り
思
い
出
せ
る
。

　

何
か
を
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
こ
こ
ま
で
強
く
思
っ
た
の
は
こ
の

時
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

私
は
、
途
中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た

自
分
と
、
挑
戦
を
続
け
、
そ
れ
を
達

成
で
き
た
時
の
自
分
を
比
べ
て
み
た

こ
と
で
、
大
切
な
二
つ
の
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
つ
目
は
気

持
ち
を
強
く
、
前
向
き
に
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
、
二
つ
目
は
熱
中
す
る
こ

と
の
大
切
さ
だ
。

　
「
も
う
だ
め
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て

も
で
き
な
い
か
ら
も
う
い
い
か
。」

と
自
分
に
限
界
を
作
る
こ
と
は
簡

単
だ
。
し
か
し
、「
自
分
な
ら
出
来

る
、
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
。」
と
強

く
思
い
、
自
分
自
身
を
励
ま
す
こ
と

で
、
出
来
る
こ
と
は
絶
対
に
多
く
な

る
は
ず
だ
。
ま
た
、
同
じ
こ
と
に
挑

戦
す
る
に
し
て
も
、
嫌
々
や
る
の
と
、

「
よ
し
頑
張
ろ
う
。」
と
前
向
き
な
明

る
い
気
持
ち
で
や
る
の
と
で
は
結
果

は
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

そ
し
て
、
熱
中
す
る
こ
と
で
、
そ

の
も
の
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
な
り
、
工
夫
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
り
視
野
が
広
が
っ
た
り
す
る
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
が
上
手
く
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
全
て
に
通
じ
る
忍
耐

力
や
集
中
力
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。
熱
中
す

る
こ
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
熱
中
で
き
る
も
の
を
増

や
し
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
い
き

た
い
。

弁  論  の  部 久志中学校2年　市
い ち か わ

川　藤
ふ じ の

乃さん



 

平　

琉る

き

あ
樹
愛
くん
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・
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・
4
生　

石
良

（
保
護
者
）
愛　

美

村
民
の
う
ご
き
 

村
民
の
う
ご
き

　
（
十
月
末
日
現
在
）

広
報
お
礼

広
報
お
礼

　
（
十
月
末
日
現
在
）

■
ご
冥
福
を
お
折
り
し
ま
す
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吉
田
英
昭　
神
奈
川
県　

湯
湾

泉
恵
理
香　

埼
玉
県　

部
連

登　

清
弘　

大
阪
府　

湯
湾

本
田
右
志　

大
阪
府　

田
検

福
島　

進　

姶
良
町　

湯
湾

徳
永
永
一
郎　

埼
玉
県　

芦
検

前
田
和
治　

山
梨
県　

芦
検

元
島
章
三
郎　

東
京
都　

湯
湾

石
原
廣
仁　

千
葉
県　

湯
湾

池
田
と
く
子　
神
奈
川
県　

芦
検

中
司
英
幸
（
64
歳
）
平　

田

池
田
貞
重
（
87
歳
）
久　

志

社
協
だ
よ
り

 

社
協
だ
よ
り

　
（
十
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に

か
え
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ
24
・
9
・
3
生

保
池　

洸こ
う
し志

( 男 )　

久　

志

（
保
護
者
）　

登　

  　

村 の 人 口
（平成24年10月末現在）

男 　  9 1 2 人
女　1 , 0 1 2 人
計　1 , 9 2 4 人

世帯数1 , 0 5 2

Ｈ
24
・
10
・
4
生

屋
宮
萌め

い

な
愛
那

( 女 )　

湯　

湾

（
保
護
者
）　

悟　

  　

 

竹
下　

拓た
く
と人

くん
Ｈ
23
・
9
・
19
生　

湯
湾

（
保
護
者
）
世
利
人

Ｈ
24
・
10
・
7
生

本
多　

透と
う
ま真

( 男 )　

湯　

湾

（
保
護
者
）
洋　

平  　

Ｈ
24
・
10
・
19
生

倉
本　

諒あ
ぎ
と人

( 男 )　

平　

田

（
保
護
者
）
喜　

夫  　

Ｈ
24
・
10
・
16
生

小
野　

刹せ
つ
な那

( 男 )　

阿　

室

（
保
護
者
）　

薫　

  　

■
一
般
寄
付
金

宇
検
村
商
工
会
青
年
部

玉
利　

浩
俊　

芦
検

 

碇
元　

双ふ
た
ば葉

ちゃん
Ｈ
23
・
10
・
9
生　

田
検

（
保
護
者
）
隆　

浩

役場の業務時間

通常の業務時間

業務延長時間

午前 8 時 15 分～午後 5 時 15 分

毎週水曜日は午後 6 時まで開所

※毎週水曜日は業務時間の延長日です。
　ぜひ，ご利用下さい。

石
原　

孝
夫　

湯
湾　

　
　

亡　

母　
　

石
原
ミ
ス
エ

Ｈ
24
・
10
・
26
生

宮
原　
　

怜れ
い

( 女 )　

平　

田

（
保
護
者
）
新
次
郎  　

し
上
げ
ま
す
。

■
香
典
返
し

中
司
ツ
ユ
子　

平
田　

　
　

亡　

子　
　

中
司
英
幸


